
小
泉
入
雲
の
「
十
六
ざ
く
ら
」
に
つ
い
て

越

智
　
　
良
　
　
二

　
　
（
国
文
学
研
究
室
）

木
に
乗
り
移
り
立
ち
所
に
花
を
開
か
せ
た
。
雪
降
る
一
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
以
来
、
桜
は
毎
年
同
じ
日
に
咲
く
の
で
あ
る
。

　
小
泉
八
雲
の
短
篇
「
十
六
ざ
く
ら
」
　
（
日
葺
－
閑
。
犀
〒
N
9
。
閃
霞
僧
）
は
、
「
乳
母
ざ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
」
　
（
d
び
9
N
g
o
吋
自
村
餌
）
と
共
に
単
行
本
『
怪
談
』
（
甘
辛
〉
日
》
乞
）
に
収
め
ら
れ
た

も
の
で
、
そ
の
概
略
は
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

伊
予
の
国
和
気
郡
に
十
六
ざ
く
ら
と
呼
ば
れ
る
古
い
桜
樹
が
あ
る
。
毎
年
陰
暦

正
月
十
六
日
に
一
日
だ
け
花
を
開
く
。
こ
の
木
の
中
に
は
熱
る
人
間
の
霊
魂
が

宿
っ
て
い
る
。
昔
年
老
い
た
武
士
が
あ
っ
た
。
子
供
達
に
先
立
た
れ
、
今
は
こ

の
庭
の
桜
樹
に
数
々
の
思
い
出
を
結
ん
で
生
き
甲
斐
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

替
る
年
の
夏
、
こ
の
桜
は
萎
れ
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
老
人
は
酷
く
悲
し
ん
だ
。

親
切
な
隣
人
達
が
代
り
に
美
し
い
桜
の
若
木
を
植
え
て
く
れ
た
が
、
悲
し
み
は

消
え
な
か
っ
た
。
或
る
日
、
老
人
は
、
桜
を
生
き
返
ら
せ
る
方
法
を
思
い
つ
い

た
。
そ
れ
は
、
古
い
桜
の
身
代
り
と
な
っ
て
自
分
の
生
命
を
差
し
出
す
こ
と
で

あ
っ
た
。
樹
下
に
白
布
を
敷
き
作
法
通
り
老
人
は
切
腹
し
た
。
老
人
の
霊
魂
は
、

　
こ
れ
は
、
八
雲
の
多
く
の
作
品
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
伝
説
を
材
源
と

し
彼
の
筆
に
よ
っ
て
作
品
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
直
接
に
彼
が
参
考
に
し
た
も

の
は
『
文
藝
倶
樂
部
』
第
七
巻
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
諸
国
奇
談
」
（
愛
媛
淡
水

生
）
の
記
述
で
あ
る
。

伊
予
国
温
泉
郡
山
越
村
竜
穏
寺
の
境
内
に
十
六
日
桜
と
言
ふ
一
つ
の
桜
樹
あ

り
、
毎
年
陰
暦
正
月
十
六
日
に
は
気
候
の
寒
暖
に
か
x
わ
ら
ず
蕾
を
結
び
必
ず

其
日
に
花
を
開
く
、
又
此
桜
の
一
名
を
節
会
桜
と
も
言
ひ
て
野
明
天
皇
道
後
温

泉
に
御
幸
遊
ば
れ
し
と
ぎ
も
此
桜
を
叡
覧
あ
ら
せ
給
ひ
し
と
聞
く
、
冷
泉
院
為

昏
睡
の
歌
に
も
『
初
春
の
は
つ
花
婿
め
づ
ら
し
く
都
の
梅
の
盛
と
も
見
る
』
と

揚
れ
し
と
か
や
、
今
桜
の
由
来
を
尋
る
に
往
昔
百
里
に
花
を
愛
す
る
翁
あ
り
し

が
、
凶
年
の
正
月
十
六
日
此
樹
下
に
た
二
ず
み
て
吾
が
齢
己
に
八
旬
に
余
り
だ

れ
ば
、
墨
筆
咲
く
春
に
逢
ふ
こ
と
も
あ
る
ら
ん
か
と
独
言
せ
し
に
不
思
議
や
桜

7
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五



越
　
　
智
　
　
良
　
　
二

樹
忽
ち
こ
三
の
蕾
綻
び
た
れ
ば
、
翁
の
喜
び
言
は
ん
か
た
な
く
見
る
人
皆
涙
を

催
し
け
る
、
実
に
草
木
さ
え
も
心
あ
り
て
其
情
に
感
ぜ
し
な
ら
ん
、
夫
よ
り
今

に
至
る
迄
日
を
違
え
ず
蕾
を
結
び
花
咲
く
と
言
ふ
、
此
日
は
遠
近
の
文
人
墨
客

樹
下
に
会
し
て
終
日
花
を
愛
し
楽
を
尽
し
て
帰
る
、
諸
君
も
道
後
温
泉
に
入
浴

の
際
に
は
一
度
杖
を
曳
き
賜
え
何
で
も
道
後
よ
り
は
二
十
町
に
不
足
そ
う
な
。

こ
の
観
光
案
内
め
い
た
文
章
は
、
勿
論
土
地
の
古
伝
説
を
写
し
た
も
の
だ
が
、
今
日

松
山
地
方
に
伝
わ
る
「
十
六
日
桜
」
に
ま
つ
わ
る
伝
説
に
は
、
大
き
く
区
分
す
れ
ぽ

二
系
統
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
『
文
藝
赤
塗
部
』
に
採
録
さ
れ
た
、
老
人
の
独
語
に

感
応
す
る
桜
樹
の
話
と
、
養
老
伝
説
に
も
似
た
孝
子
桜
の
伝
説
で
あ
る
。
現
実
の
松

山
地
方
に
お
い
て
は
、
寧
ろ
、
後
者
の
方
が
優
勢
な
の
だ
が
、
今
、
そ
れ
を
『
櫻
渓

志
』
所
収
の
名
月
上
人
撰
「
十
六
日
懸
章
」
に
よ
っ
て
み
る
と
、
以
下
の
如
き
も
の

で
あ
る
。

六
日
櫻
記
し
の
方
で
あ
る
。
此
処
に
は
、
孝
子
は
登
場
せ
ず
、
唯
の
時
節
外
れ
の
初

桜
が
咲
い
た
と
い
う
単
純
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
其
れ
を
示
す
。

野
史
所
伝
、
上
古
県
門
此
花
翁
、
老
且
轟
　
、
乃
以
正
月
十
六
日
、
彷
程
樹
下
、

慨
然
而
立
日
、
甚
　
吾
衰
年
久
　
、
旧
渓
墨
譜
可
首
鼠
乎
、
潜
然
已
下
、
斯
須

頃
、
南
枝
著
花
者
数
四
、
爾
来
錐
沿
節
候
之
進
退
多
少
不
均
、
必
至
此
日
莫
不

有
馬
云
、

こ
の
説
は
、
明
月
の
『
櫻
渓
志
』
序
に
、
「
宇
本
門
有
異
聞
」
と
し
て
其
の
文
章
を

登
載
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
内
容
の
単
純
さ
か
ら
言
っ
て
も
孝
子
桜
系
説
話
に
先
行

す
る
も
の
に
違
い
な
い
。

　
以
下
、
こ
の
『
櫻
早
撃
』
所
載
の
二
十
を
継
承
し
た
も
の
に
、
野
田
長
裕
（
石
陽

と
号
す
、
一
八
二
七
年
没
、
五
十
二
才
）
の
『
伊
予
古
蹟
志
』
が
認
め
ら
れ
る
。

8
0

野
史
載
、
上
古
有
純
孝
者
、
和
気
郡
山
越
村
人
也
、
父
老
且
病
、
日
吾
憾
先
櫻

渓
月
花
休
乎
、
子
聞
之
輔
行
信
楽
、
迎
望
無
花
続
樹
三
匝
、
忽
然
覗
花
、
折
而

還
、
父
看
而
嘆
日
櫻
渓
堆
花
也
、
吾
願
盈
　
、
明
日
物
故
云
、
郷
人
挙
靡
不
嘆

其
孝
感
者
時
適
正
月
十
六
日
也
、

明
月
上
人
二
七
九
七
年
没
、
七
十
一
才
）
は
松
山
円
光
寺
の
僧
、
コ
扶
桑
樹
伝
し

の
著
者
で
あ
る
。
『
優
位
志
』
は
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
年
）
正
月
八
日
に
明
月

上
人
以
下
の
門
人
達
が
花
見
に
行
っ
蝉
折
の
詩
賦
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
此
処
に

記
載
さ
れ
た
も
の
は
、
明
ら
か
に
、
『
文
藝
倶
樂
部
』
に
採
録
さ
れ
た
も
の
と
は
別

の
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
『
文
藝
倶
樂
部
』
に
採
録
さ
れ
た
説
話
と
酷
似
す
る
の
は
、
宇
松
茂
才
（
宇

佐
美
長
松
字
は
茂
才
、
三
津
及
び
松
山
で
町
奉
行
を
勤
め
た
人
物
）
執
筆
の
「
続
十

其
伝
日
昔
有
一
老
、
愛
斯
花
楓
藩
老
至
老
、
一
日
早
事
彷
径
樹
下
、
霧
雪
涕
涙
而

日
、
今
既
台
背
、
死
在
旦
夕
、
必
先
干
花
候
、
鳴
呼
可
歎
哉
、
時
正
月
十
六
日

也
、
悪
難
一
花
燦
瀾
見
開
焉
、
自
是
逐
不
億
其
期

因
に
、
こ
の
書
は
、
石
陽
の
祖
父
思
斎
が
明
和
二
年
（
一
七
六
五
年
）
藩
主
の
命
に

よ
り
編
録
を
開
始
し
た
が
、
病
死
に
よ
り
孫
の
長
裕
が
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
年
）

改
め
て
着
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
「
十
六
家
桜
」
に
関
す
る
説
話
は
、
有
名

な
神
沢
貞
幹
の
『
翁
草
』
や
橘
南
践
の
『
西
遊
記
』
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
小
林

一
茶
の
紀
行
文
等
に
も
認
め
ら
れ
る
。
今
日
、
松
山
市
山
越
に
は
、
明
治
十
一
年
西

村
清
臣
の
建
立
し
た
高
さ
五
尺
巾
三
尺
五
寸
程
の
「
十
六
日
桜
」
の
石
碑
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
明
月
上
人
の
「
十
六
日
無
記
」
の
内
容
を
粗
罪
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
唯
、
其
処
で
は
、
孝
子
の
名
前
が
吉
平
と
具
体
化
さ
れ
、
そ
の
父
親
も
明



月
が
「
明
日
物
故
」
と
し
た
と
こ
ろ
を
病
も
完
治
し
長
生
き
し
た
旨
の
改
変
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
以
後
松
山
地
方
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
明
月
上
人
主
唱
の
孝
子
桜
系
説

話
が
優
勢
と
な
り
、
今
日
の
教
育
界
に
あ
っ
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、

昭
和
六
年
発
行
の
『
郷
土
読
本
』
上
巻
（
愛
媛
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
）
所
収
の

「
十
六
日
櫻
」
（
五
十
魅
力
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

温
泉
郡
伊
丹
村
大
字
山
越
の
龍
穏
寺
と
い
ふ
古
寺
の
境
内
に
、
十
六
日
櫻
と
い

ふ
名
木
が
あ
る
。
毎
年
正
月
の
十
六
日
に
は
、
必
ず
花
が
開
く
と
い
ふ
所
か
ら
、

此
の
名
を
得
た
の
で
、
長
く
里
人
の
誇
り
と
も
教
訓
と
も
な
っ
て
居
る
。

　
こ
の
名
木
は
も
と
櫻
谷
と
い
ふ
所
に
あ
っ
た
の
を
移
し
た
の
で
あ
る
。
昔
、

此
の
里
に
一
人
の
翁
が
あ
っ
た
。
臨
終
の
際
に
、
其
の
子
に
向
っ
て
、
「
俺
は

も
う
此
の
世
に
望
み
は
な
い
。
唯
だ
此
の
春
の
櫻
を
見
ず
に
死
ぬ
る
の
が
心
盛

り
だ
。
」
と
云
っ
て
嘆
い
た
。
孝
心
深
き
子
は
、
そ
れ
か
ら
庭
の
櫻
の
木
の
下

に
立
っ
て
、
夜
も
す
が
ら
所
願
を
こ
め
た
が
、
夜
が
明
け
て
見
る
と
、
昨
日
ま

で
の
裸
枝
が
欄
干
た
る
花
を
つ
け
て
み
る
。
驚
き
喜
ん
だ
の
は
子
供
で
、
早
速

父
の
翁
に
知
ら
せ
る
と
、
翁
も
一
目
見
て
病
苦
を
忘
れ
、
さ
ほ
ど
の
大
病
も
、

そ
れ
か
ら
一
枚
紙
を
剥
ぐ
や
う
に
癒
え
た
と
い
ふ
。
誉
れ
が
正
月
の
十
六
日
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
此
の
木
を
「
十
六
日
櫻
」
と
い
ひ
、
ま
た
「
孝
子
櫻
」

と
も
呼
ぶ
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
此
の
め
で
た
き
出
番
事
の
あ
っ
て
以
來
、
代
々
の
帝
が
温
泉
行
幸
の
醐
に
は
、

必
ず
此
の
地
に
龍
駕
を
柾
げ
さ
せ
ら
れ
た
と
云
ひ
傅
へ
て
る
る
。
又
、
、
紆
明
天

皇
の
行
幸
が
あ
っ
た
時
に
は
、
此
の
櫻
が
折
悪
く
ま
だ
開
か
な
か
っ
た
の
で
、

本
意
な
く
還
幸
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
す
る
と
間
も
な
く
咲
い
た
の
で
、
追
か
け
て

奏
聞
す
る
と
、
す
ぐ
に
御
車
を
還
し
て
叡
覧
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
其
の
折
御
車
を

返
さ
せ
ら
れ
た
坂
を
「
車
返
し
の
坂
」
と
い
ひ
、
又
勅
使
が
立
っ
て
御
車
を
停

め
ら
れ
た
所
を
「
勅
使
橋
」
と
構
へ
て
居
る
。

更
に
言
え
ば
、
昭
和
五
十
二
年
発
行
の
『
松
山
の
む
か
し
話
一
伝
説
』
（
松
山
市
教

育
委
員
会
文
化
教
育
課
編
）
や
『
愛
媛
の
伝
説
』
（
愛
媛
県
教
育
研
究
協
議
会
学
校

図
書
館
委
員
会
編
）
等
に
あ
っ
て
も
、
孝
子
桜
系
説
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　
恐
ら
く
、
八
雲
が
此
の
孝
子
亜
系
説
話
を
目
に
し
た
と
す
れ
ば
、
彼
の
「
十
六
ざ

く
ら
」
と
い
う
作
口
明
は
実
現
を
見
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
こ
の
説
話
に

は
道
徳
的
纏
ま
り
が
あ
り
、
彼
の
自
由
な
想
像
力
の
発
露
を
許
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

彼
は
、
よ
り
単
純
な
老
人
独
語
に
感
応
す
る
桜
樹
の
伝
説
を
知
り
、
其
処
に
日
本
的

な
武
士
道
的
精
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
投
入
し
、
彼
の
文
学
作
品
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

次
節
で
は
、
作
品
内
部
の
構
造
を
分
析
し
て
み
た
い
。

二

　
作
品
「
十
六
ざ
く
ら
」
と
『
文
藝
倶
樂
部
』
所
収
の
材
源
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、

そ
の
類
似
点
は
冒
頭
部
分
に
限
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
十
六
日
桜
と
い
う
古
木

が
伊
予
の
国
に
存
在
し
、
そ
れ
が
季
節
を
先
取
り
し
て
陰
暦
正
月
十
六
日
に
咲
く
と

い
う
基
本
的
な
事
実
だ
け
で
あ
る
。
尤
も
八
雲
は
、
そ
の
所
在
を
「
伊
予
の
国
和
気

郡
」
と
だ
け
書
い
て
い
る
が
、
材
源
で
は
「
温
泉
郡
山
越
村
竜
穏
寺
」
と
い
う
風
に

細
か
く
規
定
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
八
雲
は
、
十
六
日
桜
を
自
由
に
想
像
し
、
表
現

す
る
為
に
は
、
細
か
な
所
在
を
故
意
に
省
略
す
る
必
要
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
扱
置
き
、
八
雲
の
作
品
中
で
は
登
場
人
物
も
桜
の
性
格
も
著
し
く
改
変
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　
先
ず
第
一
に
、
そ
の
主
人
公
の
相
違
で
あ
る
。
材
源
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
里
に
住

む
「
花
を
愛
で
る
」
翁
で
あ
っ
た
と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
が
、
八
雲
は
其
れ
を
老
人

で
は
あ
っ
て
も
「
伊
予
の
侍
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
に
彼
が
桜
樹
の
下
に
切

腹
を
遂
げ
る
為
に
は
是
非
に
も
必
要
な
前
提
条
件
で
あ
っ
て
、
以
下
彼
は
文
中
に
お

8
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い
て
何
度
か
「
侍
」
と
呼
び
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
更
に
、

「
花
を
愛
で
る
」
と
単
純
に
記
載
さ
れ
た
処
を
、
八
雲
は
具
象
化
し
て

材
源
で
は

こ
の
木
は
そ
の
人
の
庭
に
生
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
の
季
節
に
一
つ
ま

り
、
三
月
の
終
り
か
、
四
月
の
初
め
ご
ろ
一
花
が
咲
い
た
。
子
供
の
こ
ろ
、
侍

は
こ
の
木
の
下
で
遊
ん
だ
。
そ
し
て
、
両
親
も
、
祖
父
母
も
、
先
祖
た
ち
も
ず

っ
と
、
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
季
節
の
く
る
ご
と
に
、
そ
の
花
の
咲
い
た
枝
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

花
を
た
た
え
る
歌
を
短
冊
に
書
い
て
つ
る
し
て
き
た
。
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と
描
写
し
て
い
る
。

　
続
い
て
第
二
に
、
肝
腎
の
桜
の
開
花
に
就
い
て
も
、
材
料
の
方
は
極
め
て
単
純
で

あ
る
。
即
ち
、
老
人
は
八
十
才
を
越
え
た
自
分
の
年
令
を
思
い
、
再
び
花
開
く
で
あ

ろ
う
春
に
出
会
う
こ
と
の
難
さ
を
嘆
き
、
独
語
す
る
の
で
あ
る
。
桜
樹
は
、
又
、
そ

の
嘆
き
に
応
じ
て
開
花
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
．
草
木
に
も
心
あ
り
て
其
の
情

に
感
じ
、
季
節
外
れ
の
花
を
開
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
八
雲
の
作
品
中

に
あ
っ
て
は
、
事
情
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
即
ち
、
儲
る
年
の
夏
、
そ
の
桜
樹
は
萎

え
て
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
親
切
な
隣
人
達
が
代
り
に
美
し
い
桜
の
若
木
を
植

え
て
く
れ
た
が
、
そ
の
老
樹
の
代
り
と
な
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
、

老
樹
の
前
で
切
腹
し
、
身
代
り
と
な
っ
て
枯
木
の
生
命
を
復
活
さ
せ
、
花
を
開
か
せ

る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
一
度
死
ん
だ
古
木
の
生
命
を
蘇
生
さ
せ
、
そ
の

上
に
又
開
花
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
結
果
と
し
て
、
又
、
材
源
に
お
い
て
は
、
桜
は
正
月
十
六
日
に
蕾
を
つ
け
忽
ち
開

花
し
て
、
多
く
の
人
々
の
目
ま
で
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
八
雲
の
描
く
桜
は

正
月
十
六
日
其
の
日
だ
け
花
開
く
と
特
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
両
者
間
に
は
著
し
い
相
違
が
あ
り
、
八
雲
作
品
は
、
或
る
意
味

で
全
く
別
個
の
物
語
で
あ
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。
材
源
が
、
飽
く
迄
諸
国
の
奇
談

と
し
て
此
の
十
六
日
桜
と
い
う
奇
木
津
の
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
の
に
対
し
、
八
雲

の
作
品
は
、
自
ら
別
の
主
題
を
備
え
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
そ
れ

に
就
い
て
考
察
を
進
め
る
。
　
　
　
　
　
　
認

　
八
雲
作
品
の
眼
目
は
、
何
と
い
っ
て
も
其
の
枯
れ
た
桜
樹
の
身
代
り
と
な
っ
て
武

士
が
切
腹
す
る
処
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
決
意
に
到
る
迄
の
心
理
的
事
情
は
如
何

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
く
鍵
は
、
彼
の
其
の
桜
樹
に
対
す
る
愛
着
の
内

実
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
よ
う
。
先
に
、
彼
が
如
何
に
此
の
桜
樹
を
愛

で
た
か
、
そ
の
具
体
的
描
写
に
触
れ
た
が
、
彼
の
愛
着
は
、
単
な
る
彼
個
人
を
超
え

て
先
祖
伝
来
の
血
脈
的
背
景
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
単
に
桜
を
愛
好
し
た
と

い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
桜
だ
け
に
固
有
の
愛
着
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
親
切

な
隣
人
達
が
植
え
て
く
れ
た
美
し
い
桜
の
若
木
が
其
の
代
用
物
と
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
晩
年
の
彼
の
愛
着
は
、
愈
年
老

い
て
子
供
達
に
も
先
立
た
れ
、
こ
の
世
で
愛
す
る
も
の
は
此
の
桜
樹
を
除
い
て
何
も

残
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
人
も
、
も
う
年
老
い
　
　
子
供
た
ち
に
は
先
立
た
れ
た
。
こ
の
世
で
愛
す

る
も
の
は
、
そ
の
木
を
の
ぞ
い
て
、
な
に
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
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町
①
ρ

此
処
に
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
彼
の
侍
と
し
て
の
「
家
」
意
識
と
呼
ん
で
も
よ
い
も
の

で
あ
ろ
う
。
本
来
は
先
祖
か
ら
自
分
へ
、
そ
し
て
自
分
か
ら
子
孫
へ
と
永
続
し
、
個

的
存
在
を
超
え
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
彼
の
家
系
が
、
今
、
正
に
、

彼
に
よ
っ
て
絶
え
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
其
の
彼
に
と
っ
て
、
唯
一
家
系
を
絶

や
さ
ぬ
方
法
は
、
先
祖
代
々
愛
で
た
此
の
桜
樹
を
蘇
ら
せ
後
代
に
伝
え
る
こ
と
よ
り

他
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
武
士
の
間
に
は
庭
に
柏
樹
を
植
え
、
男
子
を
祝
う
端
午
の
節
句
に
は
柏

餅
を
作
る
風
習
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
柏
の
新
芽
が
出
る
迄
古
い
葉
の
落
ち
な
い
と

い
う
性
質
を
愛
で
た
の
で
あ
り
、
そ
の
子
孫
繁
栄
を
祈
念
し
た
為
で
あ
る
。
武
士
に

と
っ
て
は
、
名
門
と
は
斯
く
の
如
き
個
々
人
の
生
命
以
上
の
重
さ
を
持
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
十
六
日
桜
を
愛
で
る
侍
に
と
っ
て
も
、
我
が
子
に
先
立
た
れ
て
し
ま
っ

た
今
と
な
っ
て
は
、
自
ら
の
責
務
を
果
す
為
に
は
、
是
非
に
も
此
の
桜
樹
を
復
活
さ

せ
後
代
に
残
す
と
い
う
代
償
行
為
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
其
れ
を
「
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ぬ

思
い
つ
き
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
文
字
通
り
に
「
身
代
り
に
立
つ
」
と
い
う
こ
と
が

確
信
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
此
処
で
、
彼
は
桜
樹
に
対
し
て
極
め
て
謙
譲
に
頭
を
垂
れ
、

彼
は
ひ
と
り
で
庭
へ
出
て
、
枯
れ
た
木
の
前
に
深
く
頭
を
垂
れ
、
木
に
む
か
っ

て
い
っ
た
、
「
ど
う
か
、
お
願
い
す
る
、
も
う
一
度
、
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ー

ー
お
前
の
身
代
り
に
わ
し
は
死
ぬ
か
ら
」
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と
語
り
掛
け
て
い
る
。
こ
の
謙
譲
さ
は
、
矢
張
り
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

人
間
無
常
の
生
命
と
自
然
推
移
の
其
れ
と
を
同
次
元
の
も
の
と
し
て
考
え
よ
う
と
す

る
日
本
人
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
西
行
法
師
は
其
の
有
名
な
辞
世
歌
に
、

願
は
く
ぼ
花
の
下
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
こ
ろ

と
詠
ん
だ
が
、
此
処
に
は
、
桜
に
対
す
る
愛
好
は
勿
論
、
一
夜
の
夢
に
似
た
短
時
間

の
う
ち
に
満
開
し
、
一
時
に
散
る
桜
の
風
情
に
重
ね
て
自
ら
の
人
生
を
も
完
遂
し
よ

う
と
す
る
美
的
願
望
が
窺
わ
れ
る
。
即
ち
、
美
し
き
花
を
纏
う
桜
樹
と
自
分
と
い
う

人
間
と
は
決
し
て
無
縁
の
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
生
命
を
持
つ
同
次
元
の
も
の
と
し

て
密
か
に
発
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
樹
木
と
人
間
の
生
命
を
同
次
元
の
も
の
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
、
同

じ
『
怪
談
』
の
中
の
「
青
柳
の
話
」
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
神
話

等
に
も
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
有
名
な
月
桂
樹
と
ダ
フ
ネ
の
神
話
に
お
い
て
は
、
人

間
の
身
体
其
の
も
の
が
樹
木
に
変
身
し
、
人
間
の
悲
劇
や
運
命
を
象
徴
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
我
々
の
目
に
す
る
泰
西
名
画
に
は
、
主
人
公
の
死
を
賠
う
べ
ぎ
瞬
間

が
如
実
に
描
か
れ
て
い
た
り
す
る
。
例
え
ば
、
ア
ポ
ロ
ー
ン
神
の
求
愛
を
拒
み
続
け

た
ニ
ン
フ
・
ダ
ブ
ネ
ー
は
、
父
な
る
神
の
ぺ
ー
ネ
ィ
オ
ス
河
の
畔
で
全
身
を
硬
直
さ

せ
、
足
を
地
面
に
め
り
込
ま
せ
て
、
手
は
枝
と
な
り
、
髪
は
葉
と
な
っ
て
行
く
。
言

う
迄
も
な
く
、
ダ
ブ
ネ
ー
は
一
本
の
月
桂
樹
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
凋
落
を
知

ら
ぬ
常
緑
の
小
枝
は
永
遠
に
ダ
ブ
ネ
ー
を
記
念
し
、
後
に
勝
利
老
の
頭
上
を
飾
る
栄

冠
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
又
、
こ
れ
も
有
名
な
糸
杉
と
な
っ
た
キ
ュ
パ
リ
ッ
ソ
ス

の
話
で
は
、
人
間
か
ら
樹
木
へ
の
変
身
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

太
陽
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
寵
愛
さ
れ
た
青
年
に
キ
ュ
パ
リ
ッ
ソ
ス
と
い
う
老
が
い
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た
。
彼
は
ボ
イ
オ
ー
テ
ィ
ア
家
の
息
子
で
、
屡
々
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
誘
わ
れ
野
原

で
運
動
競
技
に
興
じ
た
。
彼
は
、
又
、
動
物
好
き
で
、
美
し
い
牡
鹿
を
飼
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
常
に
人
々
の
賞
讃
を
浴
び
る
ほ
ど
の
牡
鹿
で
、
彼
は
其
れ
に
清

ら
か
な
泉
で
水
を
飲
ま
せ
た
り
涼
し
い
緑
の
木
陰
で
休
ま
せ
た
り
し
た
。
或
る

晩
春
の
こ
と
、
キ
ュ
パ
リ
ッ
ソ
ス
は
其
の
牡
鹿
を
木
陰
に
休
ま
せ
た
墨
、
ア
ポ

ロ
ー
ン
と
槍
投
げ
競
技
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
時
言
の
投
げ
た
槍
は
、
大
空
に
弧

を
描
き
遥
か
な
木
陰
に
落
ち
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
場
に
休
ん
で
い
た
牡

鹿
の
胸
に
命
中
し
た
。
彼
は
、
我
が
手
で
最
愛
の
牡
鹿
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
嘆
き
、
自
分
も
死
に
た
い
と
思
っ
て
身
を
揉
ん
だ
。
駆
け
付
け
た
ア
ポ
ロ
ー

ン
は
言
葉
を
尽
し
て
キ
ュ
パ
リ
ッ
ソ
ス
を
慰
め
た
が
、
そ
の
後
悔
を
癒
す
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。
ア
ポ
ロ
ー
ン
は
仕
方
な
く
キ
ュ
パ
リ
ッ
ソ
ス
を
悲
し
み
の

木
、
糸
杉
に
変
え
て
や
っ
た
。
彼
の
体
は
見
る
見
る
蒼
ざ
め
、
急
に
血
が
引
い

て
ゆ
く
と
、
全
身
に
痺
れ
が
起
き
て
、
堅
い
樹
皮
に
包
ま
れ
、
美
し
い
髪
は
葉

と
な
っ
て
、
優
雅
で
あ
る
が
何
か
憂
い
を
含
ん
だ
喬
木
と
な
っ
た
。
ア
ポ
ロ
ー

ン
は
悲
し
ん
で
「
私
は
お
前
の
為
に
泣
こ
う
。
お
前
は
他
の
人
の
為
に
泣
き
、

悲
し
む
人
達
の
為
に
仕
え
る
が
よ
い
。
」
と
囁
い
た
。

と
い
う
具
合
で
あ
る
。
詰
り
、
人
間
を
記
念
す
る
為
に
樹
木
が
新
生
す
る
の
で
あ
り
、

飽
く
迄
人
間
の
方
が
主
で
あ
り
、
そ
の
代
償
物
と
し
て
存
在
す
る
樹
木
が
従
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
変
身
に
比
べ
、
こ
の
十
六
日
桜
を
愛
で
る
侍
は
、

初
め
か
ら
彼
と
は
別
の
生
命
体
と
し
て
存
在
す
る
桜
樹
に
進
ん
で
自
己
の
生
命
を
与

え
、
自
己
の
身
体
を
消
滅
さ
せ
て
桜
樹
に
同
化
を
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

桜
樹
こ
そ
が
主
で
あ
り
、
侍
こ
そ
が
従
で
あ
る
。
自
己
を
変
形
さ
せ
て
自
己
を
生
か

す
の
で
は
な
く
、
自
己
を
消
去
し
て
他
を
生
か
す
の
で
あ
る
。

　
猶
、
念
の
為
に
此
の
部
分
の
本
文
を
引
用
す
れ
ぽ
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
木
の
下
に
、
白
い
布
と
、
何
枚
か
の
お
お
い
を
敷
き
、
そ
の
上
に
す

わ
り
、
侍
の
作
法
に
し
た
が
っ
て
腹
切
り
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
人

の
魂
は
木
に
乗
り
移
っ
て
、
た
ち
ま
ち
花
を
咲
か
せ
た
。

↓
げ
①
昌
自
製
島
臼
夢
彗
窪
8
げ
①
ω
b
お
巴
卑
妻
霞
8
巳
9
戸
㊤
昌
血
涙
白
く
①
房
8
＜
興
－

冒
σ
q
ρ
き
自
爆
ほ
。
『
ヨ
巴
ぎ
ミ
ー
隷
ミ
昧
叶
臼
夢
①
け
。
。
匡
8
0
｛
曽
ω
9
桜
田
轟
陣
・

》
昌
創
夢
①
α
q
げ
。
ω
什
o
h
三
目
妻
Φ
三
一
巨
。
島
Φ
窪
①
ρ
鋤
ロ
α
目
鋤
留
淳
げ
δ
ω
ω
o
日
ぼ

け
ゴ
讐
ω
餌
8
Φ
げ
O
二
四
●

こ
の
よ
う
に
彼
の
霊
魂
は
窪
Φ
α
q
げ
。
。
。
叶
o
h
品
目
と
表
現
さ
れ
、
形
の
な
い
ω
o
巳
で

も
な
く
の
宜
昏
で
も
な
い
。
今
α
q
げ
。
ω
け
を
英
々
辞
典
に
徴
し
て
み
れ
ぽ
、
α
8
α

b
臼
ω
o
口
書
℃
＄
ユ
づ
σ
q
8
暮
①
一
三
口
α
q
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
半
ば
人
型
を
残
存
さ
せ

た
α
q
げ
。
斡
が
、
正
に
桜
樹
へ
と
同
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
年
老
い
た
侍

と
い
う
個
人
は
消
滅
す
る
が
、
年
月
の
巡
り
に
よ
っ
て
彼
を
含
め
た
先
祖
伝
来
の
家

は
永
続
す
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
此
処
に
は
、
個
人
存
在
を
超
え
て
幾
世
紀
に
も

亘
り
永
生
す
る
人
間
の
遺
伝
子
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
哲
学
に
対
す
る
八
雲
の
科

学
的
関
心
も
伏
在
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
霊
魂
の
不
滅
を
信
じ
る
彼
の
詩

人
的
情
熱
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
で
作
品
「
十
六
ざ
く
ら
」
に
関
す
る
分
析
は
尽
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

最
後
に
二
、
三
の
こ
と
を
補
記
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
先
述
の
如
く
、
八
雲
の

描
く
十
六
日
桜
は
陰
暦
正
月
十
六
日
其
の
日
だ
け
開
花
し
、
忽
ち
散
花
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
老
武
士
が
老
樹
の
身
代
り
に
た
つ
と
い
う
決
意
を
し
．
た
後
即

座
に
切
腹
し
て
い
る
事
実
と
相
侯
っ
て
、
極
め
て
潔
い
印
象
を
与
え
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、
恐
ら
く
我
々
日
本
人
が
春
の
桜
を
愛
で
る
重
要
な
原
因
で
も
あ
っ
て
、
そ

の
散
り
際
の
見
事
さ
は
、
武
士
道
的
潔
さ
と
分
か
ち
難
く
連
結
さ
れ
て
い
る
。
八
雲

の
作
品
が
読
者
に
日
本
的
な
感
銘
を
与
え
る
の
は
、
先
述
の
樹
木
と
人
間
と
を
同
一

次
元
で
把
握
す
る
謙
虚
さ
の
上
に
、
こ
の
潔
さ
の
付
け
加
わ
っ
て
い
る
為
で
あ
り
、
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そ
れ
は
、
又
、
同
時
に
海
外
に
お
い
て
も
日
本
の
侍
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
固

定
化
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
に
就
い
て
言
え
ば
、
作
品
「
乳
母
ざ
く

ら
」
に
あ
っ
て
、
主
人
の
娘
お
露
の
身
代
り
に
な
っ
て
死
ん
で
ゆ
く
乳
母
お
袖
が
、

そ
の
お
露
の
病
気
回
復
直
後
に
死
亡
し
て
い
る
点
等
も
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
材
源

「
乳
母
ざ
く
ら
」
（
『
文
藝
倶
樂
部
』
第
七
巻
第
八
号
　
淡
粋
生
）
に
あ
っ
て
は
、
お

露
の
回
復
か
ら
お
袖
の
死
に
到
る
迄
に
相
当
の
期
間
が
あ
り
、
そ
の
間
に
お
袖
の
献

身
的
行
為
も
人
々
に
知
ら
れ
、
又
お
袖
自
身
も
手
厚
い
看
護
を
受
け
る
と
い
う
経
緯

と
な
っ
て
い
る
。
其
処
の
と
こ
ろ
を
八
雲
は
、
お
露
の
回
復
と
お
袖
の
死
を
直
結
さ

せ
、
桜
花
の
果
敢
無
さ
と
散
り
際
の
潔
さ
に
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
雲
は
、
日

本
に
お
け
る
桜
花
の
特
別
な
美
し
さ
を
賞
讃
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
矢
張
り
、
武

士
道
的
な
潔
さ
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
人
的
人
生
観
に
関
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
9
最
後
に
其
の
事
を
略
記
し
、
潔
く
本
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。
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